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第263回　Moodleのフォーラムを活用したOJTへの適用   
                の試み：ベトナムでの事例	

•  What?： 理解を行動につなげる企業研修の提供 
–  カークパトリックの４段階評価での第２段階から第３段階 

•  Why?： 言葉の壁を越えた企業人材の能力開発支援 
–  人材育成が重要なのはわかっているが・・・ベトナムでの邦人企業の声 

•  How?： Moodleのフォーラム活動を活用したOJT 
–  オンライン上での協調学習として実践経験（OJT）を報告・共有 

•  What happened?： 性善説の敗北!? 
–  見てもらっていないと思ったら、形だけ終わったことにしよう・・・が続出。 

•  What to do?： 現状の課題と解決策の取り組み 
–  週次フォローアップ、フィードバックへの介入、好事例の紹介 等など 



What?：理解を行動につなげる企業研修（概要） 
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教育	 訓練	 組織づくり	

オンライン講義	  OJT	 コミュニケーション	

eラーニングを活用
した共通理解の醸成	

共 通 理 解 に 基 づ い た
O J T （ 実 地 訓 練 ） で の
職務能力育成と定着	

共 通 理 解 に 基 づ く コ ミ
ュニケーションの促進	

理解	 行動	



Why?：言葉の壁を越えた企業人材の能力開発支援 
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ベトナムで事業を展開される邦人企業の声 
　 
p 会社の考え方や想いを従業員全員に理解してもらいたい 
p 従業員一人一人を育てたいが、時間不足で手が回らない 
p 言葉や文化の壁があり、OJT注１が思うように進まない 
p 通訳を介した研修では、どこまで理解出来ているか不明 
p 従業員全員が介しての研修実施は実務上難しい  
p 適時、従業員を採用するため、集合研修のタイミングが合わない 
p 遠隔地から従業員を都心のセミナーに参加させることが難しい 等 
 
注１　OJT(On the Job Training): 実務の中で職務能力を育成する実地訓練方法	

	



How?：Moodleのフォーラム活動を活用したOJT 

コース設計 
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目標設定	 １回目 
振返り	

経験事例 
共有	

			

第１ブロック 
知識習得	

第２ブロック 
知識の適用（実践と振返り）	

第３ブロック 
経験知共有	

２回目 
振返り	

３回目 
振返り	

経験事例 
共有	

他者への 
コメント	

他者への 
コメント	

約２週間	 約４週間	 約４週間	

フォーラム活動	 フォーラム活動	

チューターによる支援	 チューターによる支援	

クイズ	

（フォーラム）	

オンライン 
講義	

チューター
による支援	

包括 
クイズ	



How?：Moodleのフォーラム活動を活用したOJT 

フォーラム活動 
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第２ブロック 
知識の適用（実践と振返り）	

第３ブロック 
経験知共有	

フォーラム指示	 １週目 スキル開発の目標設定 
２週目 １週間後の振り返り 
３週目 ２週間後の振り返り 
４週目 ３週間後の振り返り 

１週目 経験事例の紹介 
２週目 他者の投稿へのコメント 
３週目 経験事例の紹介 
４週目他者の投稿へのコメント 

フォーラム設定 
（活動完了）	

完了設定： 投稿１回、返信３回 
　　　　　　　　及び 
各週 指示完了のタスクチェッカー 
（計４回）	

完了設定： 投稿２回、返信２回 
　　　　　　　　及び	
各週 指示完了のタスクチェッカー 
（計４回）	

※ １つのフォーラムへの参加者は１グループ当たり約40〜50名程度、全４グループ 



What happened?：性善説の敗北!? 

運用が開始されると・・・ 
• スーパーバイザーからのフィードバックがない 
• 第１ブロックの投稿内容や成績結果が悪くも先に進む受講者 
• 第２ブロック、第３ブロックでは無投稿や他者のコピー投稿をし、タスクチェッカ

で終了報告して先に進む受講者 
• 一方、意識の高い受講者は実践的な課題を投稿、議論も活発に展開　　等など 

 
Moodle機能の制約・・・ 
• 投稿、返信の有無だけで投稿内容についてはフォーラム完了条件と出来ない 
• フォーラム投稿の個別評価を未設定のまま運用開始 
• 講義動画の視聴の実際の追跡が出来ない　　等など 
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What to do?：現状の課題と解決策の取り組み	
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#	 課題	 対処療法	 根本的解決策	

1	 スーパーバイザーからの継
続的なフィードバック実施	

週次の受講状況ならび
フィードバック状況報告作成	

スーパーバイザー事前教育
の充実化	

2	 不義な投稿をした受講者へ
の対応	

受講者への個別フィード
バックの作業分担	

受講開始前の意識付けと
フォーラム評価	

3	 不十分な投稿内容への改
善支援	

受講者への個別フィード
バックの作業分担	

タイムリー且つ継続的な
スーパーバイザーから支援	

4	 動画講義視聴の検証	 ログデータより検証	 視聴追跡機能の開発	

5	 好投稿事例の評価と紹介	 管理側が情報収集してメー
ル等で紹介	

•  投稿内容のピア評価 
•  相互評価基準のルーブ

リック化	

6	 ：	 ：	 ：	

7	 ：	 ：	 ：	



教材イメージ：動画講義（日本語）	
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教材イメージ：動画講義（ベトナム語）	
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管理画面イメージ：動画視聴追跡	

 

©2016 小山田　陽	 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室	
ランチョンセミナー	

10 



教材イメージ：フォーラム（日本語）	
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教材イメージ：フォーラム（ベトナム語）	
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